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	１．はじめに
	本研究は、平成27年の箱根火山の活動活発化に伴う箱根周辺の「風評被害」の実態を宿泊客数、キャンセル客数、交通量、観光施設への入場者数等の統計資料に基づき、その規模や生じた範囲及びその地域差について明らかにするとともに、「風評被害」の開始、終息の時期及び推定される要因等を検討するものである。研究計画は、第17回学会大会において報告済みであり、本報告はその後、平成28年度調査の設計のため、予備的に実施した調査結果をまとめたものである。
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	参照文献

